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部大でも始まったと知り、とても嬉し
く思う」「自信を失いそうになった時な
どの支えの場としたい」「今までほとん
ど閉ざされていた教室を開かれたもの
にし、他の教員が参考にできる機会を
作っていただいたことに感謝する」と
の評価をいただいた。また今後の活動
に対して「発表内容をビデオに記録し、
後から希望者が試聴できるようにした
らどうか」「ネットを利用し、実際の授
業のビデオをストリーミングビデオな
どで流したり、フォーラムの内容を
テーマとしたメーリングリストを作る
などしたらどうか」「もっと具体的な
テーマに絞り込んだ形のフォーラムも
開催してほしい」「板書の仕方、話し方
等、基礎的な技術上の問題点をわかり
やすくマニュアル化することも必要な
のではないか」「演劇のプロを呼んで全
教員に声を心に届かせる方法を実演と
ともに学ばせてはどうか」「もう少し気
楽に参加できる形にしてほしい」等の
要望・意見が寄せられた。
大学教育研究センター副センター長

助教授　三浦真琴

5月30日（水）午後4時より、ハイテ
クリサーチセンター2階大会議室にて、
第2回FDフォーラム「私の授業作り」
を開催いたします。報告者は、水谷秀行
助教授（機械工学科）、澁谷鎮明助教授
（国際文化学科）、三浦真琴助教授（人
文・社会教室）です。専門科目2・教養
科目1、理工系1・人文社会学系2の構
成です。
前回同様、多数のご参加をお待ちし
ております。なお、出席を希望される方
は、会場準備の都合上、5月23日（水）
までに大学教育研究センター（内線
5722）までお知らせ下さい。

3月5日（月）、本学ハイテクリサーチ
センター 2階の大会議室にて、カーネ
ギー財団上級研究員・知識メディア研
究所共同ディレクター飯吉透氏による
講演会「大学教育システムの改善とFD
支援」が開催された。
1905年に設立されたカーネギー財団
では、アメリカの高等教育ならびに中

等・初等教育の進展と改善のための研
究や政策立案をおこなっており、財団
はいわば全米の教育に関するシンクタ
ンク的な役割を担っている。その主た
る使命である「教育の進展と改善
（Advancement of Teaching）」を遂行する
ために、財団ではいくつかのプログラ
ムが実施されている。その中の一つK-
12プログラムについての詳しい説明が
あった。これは「個々のクラスが密室状
態にあるために、教員が革新的で効果
的な教育実践を実施しても、その経験
を他の同僚と共有することができない」
という状況を打開し、「教育実践をオー
プンなものにして批判や評価を相互に
与えあい、他の教員の教育実践にとっ
ての有益なヒントとする」ことを目指
すものである。

本学では同様の趣旨に基づいた FD
フォーラム「私の授業作り」を開催する
ことが決まっていたので、まさに時宜
を得た講演会であった。飯吉氏は「FD
活動をどのように推進させるのか」と
いうことを中心に「ネットワークが大
学を変える」「優れた教育実践とはどの
ようなものであるのか」について、実に
有益なお話をされた。FD活動を推進す
るためには先ず「学生の学び」に焦点を
当てた議論を活発させることを最優先
しなければならない、そして議論の活
性化のためには学部の壁を越えた教員
間の「信用ネットワーク」を構築し、各
教員が学部の枠にとらわれることなく
思い切った試みを実施できるようにす
ることが重要な条件となると指摘され
た。そしてFD活動が目指すべき「優れ
た教育実践」とは学生と教師間の接触
を促進し、学生同士の協力も促進し、さ
らに学生の積極的な学習を促進するも
のであるとも指摘された。また優れた
教育実践をおこなっている教員や積極
的に FD 活動に取り組んでいる教員に
対しては、ご自身のアメリカでの経験
に基づいて、適正な範囲内での表彰・報

動を改善するための機会を提供してき
た。3 月 21 日に開催された第 1 回 FD
フォーラム「私の授業作り」はこれらの
一連の FD 活動の一つとして位置づけ
られる。
フォーラム「私の授業作り」の趣旨は

「密室状態にある授業・教室を開放し、
授業改善のためのアイデア・意見交換
を教員間で積極的に行う」ことにある。
高等教育機関の教員を対象とした教授
法などについては、初等・中等教育機関
の教員とは異なり、研究や開発があま
り進んでいない。もちろん大学の教員
は個々に授業作りに関して創意工夫を
凝らしてはいるが、それは本人に帰す
るばかりで、教員全体の共通の財産と
はなっていないのが現状である。そこ
で中部大学教育研究センター FD実施
支援対策部会では、個々の教員がどの
ように工夫をして授業を作っているか
ということを持ち寄り、これからの授
業作りのヒントが得られるようにした
いと考え、標記のフォーラムを開催し
た。
第1回は千谷慧子先生（理学教室）、田
中淳子先生（社会教室）、櫻井誠先生（応
用化学科）から、どのように授業作りを
されているかについてのお話を頂き、
その後、参加者を交えての意見交換を
行った。千谷先生からは「いかにして数
学を通じて感動を伝えるか」、田中先生
からは「リーガルマインド（法的思考）
をどのように学生に理解させ伝える
か」、櫻井先生からは高校時代に化学を
未履修の学生をも視野に含んで「いか
にして化学に対する興味・関心を引き
出すか」について、それぞれ有益な報告
があった。フロアからは授業を進める
上でどのような工夫や苦心があるのか
などについての質問が出され、盛会の
うちに第 1回のフォーラムを終えるこ
とができた。
参加者からは「大変よい試みである」

「是非何回か開催してほしい」「FDが中

第2回FDフォーラム
5月30日開催のお知らせ

カーネギー財団上級研究員
飯吉透氏による講演会実施

フォーラムの報告者・中央3人

講演する飯吉透氏
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償なども必要であるとのお考えを披露
された。
何より肝要なのはFD活動がめざすも
のは単なるテクニックの集積なのでは
なく、全構成員が常に授業改善や教員
の資質向上を目指すカルチャーの構築
であるということを強調されていた。
今後ますますFD 活動を積極的に推進
しようとしている本学にとってまこと
に示唆に富む講演であった。
大学教育研究センター副センター長

助教授　三浦真琴

かねてから建築中であったフロンティ
ア研究棟と19号北館、30、31号館の竣
工式が3月7日午前、フロンティア研究
棟と30号館3階で行われた。フロンティ
ア研究棟で10時30分から行われた竣工
式には大西良三理事長をはじめ大学関係
者、工事関係者に加えて、このプロジェ
クトの共同研究に当たる中国精華大学の
梁教授、日本ガイシ、中部電力関係者も
出席し玉串奉奠などを行った。
19号北館、30号館、31号館の竣工式
は11時 15分から30号館3階講義室で
行われた。式には大西理事長、飯吉厚夫
学長はじめ大学関係者、応用生物学部
の学部長予定者野口忠東大大学院教授
をはじめ応用生物学部関係者、工事関
係者が出席して行われた。一連の神事
の後、同所において直会が開かれた。

席上、大西理事長から工事関係の各
社に感謝状と記念品を贈った後「昨年
末、30号館の完成を待たず急逝された
山田和夫前理事長のことを思うと心が
痛みます。しかし、立派に完成したこれ
ら施設をご覧になりきっとお喜びのこ
とと思います」と前置きした上で、応用
生物学部の構想が5年前に持ち上がり
それ以来の準備を経て、昨年12月21日
認可され、4月には二十数人のスタッフ
と新しい学生を迎えてスタートするこ

業、一般企業と教員の交流の場として
広く利用が予定されている。

朝日新聞社、森林文化協会などが主
催した「Asahi Eco Forum 2001～知る・
育む・伝える～」が去る3月31日午後、
名古屋市中区のナディアパーク・デザ
インホールで開かれ、新聞などで募集
した人々350人余りが参加した。フォー

ラムでは基調講演とパネルディスカッ
ションが開かれ、パネルディスカッ
ションでは今年 4月から本学の応用生
物学部の学部長に就任した野口忠教授
が発言者の1人として出席した。
基調講演は志摩観光ホテル総支配
人・総料理長高橋忠之氏が「太陽と土と
海の恵み」と題して行い、この後、同氏、
野口学部長、女優の高木美保さんによ
る「人と緑のかかわり・人と食のつなが
り」と題するパネルディスカッション
が朝日新聞論説委員の渡邉斉氏のコー
ディネートで開かれた。
席上野口学部長は、20世紀に栄養学
のもたらした恩恵について述べた後、4
月に中部大学に新設する応用生物学部
はバイオを中心のテーマにしながら、
研究教育活動を進めていくことを明ら
かにした。そして応用生物学こそ医学
部、薬学部、農学部と言うこれまでの学
部の壁を廃した、全く新しい学問領域
を開拓していく学部であり、大いに期
待されていることを強調した。

昨年3月、本学を退職された田中裕前
副学長と今年3月退職された富山博前
教授（建築学科）に4月1日付けで名誉
教授の称号（第23号、第24号）が授与
された。3月 23日には田中前副学長へ
の授与式が学長室で行われ「大学の運
営に関し功績が顕著であった」として

とは感慨ひとしおであること、また、フ
ロンティア研究機構は大学として初の
共同研究を行う、是非立派な成果を上
げていただきたいとあいさつを行った。
この後、飯吉学長、岩田副学長、第一
工房の高橋社長などがあいさつをし、
最後に管財部の大澤部長が工事の経過
説明を行って会を終了した。

KASUGAI 技術交流プラザと大学の
交流会が3月15日午後、リサーチセン
ター 2 階会議室を中心に開かれ、
KASUGAI技術交流プラザの会員50人
余りと大学院工学研究科専攻主任、工
学部の各学科主任、主任補佐が出席し
た。まず全体会が開かれ、飯吉厚夫学長
が「企業のニーズを知れば具体的な
ターゲットも見つけやすくなります」
とあいさつし、続いてKASUGAI技術交
流プラザの国友康邦副会長があいさつ
を行った。

この後、渡邉誠工学部長がTLO推進
室の役割を中心に据えながら大学の概
要を説明した。いったん休憩の後、3班
にわかれてリサーチセンター、学術情
報センター、デジタルラボ、CAD、材
料・構造実験施設などの施設見学を
行った。
午後 5時からは会場をキャンパスプ
ラザ3階に移し、親睦会が開かれた。こ
こではまず三浦昌夫学監が歓迎のあい
さつを行い、KASUGAI技術交流プラザ
役員の若月剛一氏の発声で乾杯したあ
と懇親会に移った。会場は機械・TLO推
進室、電気・電子・化学、土木・建築・
情報の3グループに分かれて親睦と情
報交換を行った。　
なお、7号館 2階の工学部事務室の
隣の部屋が改修され、TLO 推進室と
して使われることになった。今後は
三浦学園幸友会、中小企業家同友会、
KASUGAI 技術交流プラザ等の会員企

30号館などとフロンティア研究棟
の竣工式を挙行

工事関係者に感謝状を贈る

KASUGAI交流プラザと大学の交流会
本学で開催

朝日新聞社主催のエコフォーラムで
野口学部長が発言

フォーラムで発言する野口学部長（右）

リサーチセンターを見学するメンバー

田中前副学長・富山前教授が
名誉教授に




